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研究成果の概要（和文）：　マイワシ、マアジ等の毎年の資源量推定値の変動は、変動係数で数％～30%程度で
あった。資源管理は資源量推定値にこの程度の変動があることを前提として行う必要がある。
　変動の原因は、データの確率変動以外にも、成長の見直し等による年齢別資源尾数の修正、年齢別体重の変更
といった生物学的特性値の変更によるもの、資源評価手法の変更によるものがある。さらに毎年傾向を持って推
定値が変化してく原因として、資源量指標値のバイアスが示された。

研究成果の概要（英文）：The variations in the stock size estimates for Japanese sardine, Japanese 
jack mackerel, etc. were about several to 30% in the coefficient of variation, based on each year's 
assessment. Fisheries stock management should be conducted considering such variations in the stock 
size estimates.
Causes of variations were changes in the catch at age, changes in biological characteristic values 
such as weight at age, and changes in stock assessment methods, besides the random fluctuation of 
data. Furthermore, bias in the abundance index was suggested as one of the causes of systematic 
changes in estimates of stock size.

研究分野： 水産資源学

キーワード： 資源量推定　VPA

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
マイワシやマサバ等の、TAC（漁獲可能量）

制度によって管理されている魚種の資源評
価が行われるようになって、20 年近くが経過
した。当初、TAC は過去の漁獲量などを参考
に決定され、資源評価結果はあまり重要視さ
れていなかった。しかし近年では資源評価結
果に基づいて生物学的許容漁獲量（ABC）が
決定され、それに沿って TAC が決まるよう
になってきた。このため資源評価の信頼性が
重要となるが、TAC 対象種の資源量推定値の
信頼性に関する検討はほとんどされてこな
かった。 
 資源評価は毎年実施されているが、資源量
推定値は毎年変動しているのが実状である。
特にマイワシ、マサバ等の主要魚種の資源評
価で使用されている VPA では、これまでの
年齢別漁獲尾数を用いて過去から現在まで
の年齢別資源尾数を推定するため、過去にさ
かのぼって資源量推定値が変化している。し
かし、これらの変動の程度やその原因につい
ては特に検討されていなかった。 
 
２．研究の目的 
上述のように、TAC 対象魚種の資源管理に

おいて、信頼性の高い資源量推定値を得るこ
とが重要となってきているが、資源量推定値
の信頼性に関する検討はほとんどされてこ
なかった。 
本研究では、TAC 対象種のうち VPA で資

源評価されている魚種を対象とし、毎年実施
されている資源評価から資源量推定値の変
化を見ることで、資源量推定値の信頼性を評
価する。現在 ABC の算定は資源量の点推定
値に基づいて行われているため、推定値の信
頼性を評価することで、推定値の不確実性を
考慮した資源管理の必要性を示す。 
また毎年の資源量推定値の変動が生じる

原因を探ることで、資源量推定の精度向上へ
の道筋をつけることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
水産庁増殖推進部及び水産研究・教育機構

が実施し公表している、マイワシ太平洋系
群・対馬暖流系群、マアジ太平洋系群・対馬
暖流系群、マサバ太平洋系群・対馬暖流系群、
ゴマサバ太平洋系群・東シナ海系群、スケト
ウダラ太平洋系群・日本海北部系群の、2003
年度から2016年度に実施された資源評価（水
産庁増殖推進部、水産研究・教育機構、2004
～2017）から、資源量推定値の変遷を比較検
討し、その信頼性を評価した。 
 具体的には、毎年の資源量、親魚量、加入
量の推定値を比較し、評価年度によって相違
がある場合には何がその原因となっている
かを、データや生物学的特性値（年齢別漁獲
尾数、資源量指標値、年齢別体重、年齢別成
熟率等）、VPA の方法（チューニングの方法等）
を検討することにより探った。 
 特に資源量推定値が毎年上方修正または

下方修正されている、マサバ対馬暖流系群と
スケトウダラ太平洋系群に関しては、レトロ
スペクティブ解析を用いてその原因を探っ
た。レトロスペクティブ解析とは直近年から
1 年ずつデータを落として推定結果を比較す
る方法であり、それにおいても同様の変化傾
向（レトロスペクティブパタン）が生じてい
る場合には、データや方法の変更がその変化
の原因ではないことを意味する。VPA で使用
されている全てのデータや仮定をとりあげ、
それらを変化させ、何がレトロスペクティブ
パタンの原因となっているかを探った。 
 
４．研究成果 
(1)資源量推定値の推移から見る推定値の信
頼性について 
一例として、マサバ対馬暖流系群の 2003

年度資源評価から 2016 年度資源評価までの
資源量推定値の推移を図 1に示す。1995 年ご
ろまで推定値が大きく変化しているが、これ
は 2003 年度評価から 2007 年度評価において、
年齢別漁獲尾数やVPAにおける高齢部分の扱
い等が大きく変化していることが原因であ
る。 
図 2には 2008 年度評価から 2016 年度評価

の資源量推定値の推移を示すが、図 1で見ら
れた 1995 年以前の大きな変動は無くなって
いる。しかし、近年においても資源量推定値
の変動は見られている。 
近年における毎年の資源量推定値の変動

は、魚種や系群によって異なるが、変動係数
CV で数％～30%程度であった。資源量推定値
の結果を基に資源管理を行う場合には、少な
くとも資源量推定値にこの程度の変動があ
ることを前提として行う必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図 1．マサバ対馬暖流系群の 2003 年度から
2016 年度資源評価における資源量推定値の
推移（水産庁増殖推進部、水産研究・教育機
構、2004～2017） 
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 図 2．マサバ対馬暖流系群の 2008 年度から
2016 年度資源評価における資源量推定値の
推移（水産庁増殖推進部、水産研究・教育機
構、2009～2017） 
 
 
 毎年の変動の原因としては、資源量指標値
データの確率変動に加えて、成長式の見直し
等による年齢別漁獲尾数の修正、年齢別体重
や成熟率の変更等のデータや生物学的特性
値の見直しによるもの、VPA において使用す
る資源量指標値の変更、VPA における各種の
仮定や方法（例えば高齢部分の推定方法等）
の変更が挙げられる。上述のマサバ対馬暖流
系群のように、特に 2000 年代初期には年齢
別漁獲尾数や体重の修正により資源量推定
値が大きく変化しているものが見られる。こ
れらの結果はデータや生物学的特性値の重
要性を示している。 
  
(2)推定値の傾向のある変化の原因について 
①マサバ対馬暖流系群 
 図 3 はマサバ対馬暖流系群の 2008 年度か
ら 2016 年度評価における 2000 年以降の資源
量推定値を示しており、図 2の近年の部分を
拡大したものに相当する。資源量推定結果は
2010 年度評価から 2015 年度評価にかけて毎
年下方修正されている。 
図 4 はマサバ対馬暖流系群の 2015 年度評

価を用いて、1 年ずつデータを落として推定
するレトロスペクティブ解析の結果である。
図3とほぼ同じパタンを示していることから、
図3の下方修正はデータや推定方法の変更に
よるものではないことを示している。そこで、
VPA で用いられている全てのデータや仮定を
変化させてレトロスペクティブ解析を行っ
た結果、資源量指標値（漁具能率）が 2008
年ごろから変化していると仮定すると、図 4
のような下方修正が見られなくなった。これ
により、資源量指標値がレトロスペクティブ
パタンの原因である可能性が示された。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3．マサバ対馬暖流系群の 2008 年度から
2016 年度資源評価における資源量推定値の
推移（水産庁増殖推進部、水産研究・教育機
構、2009～2017） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4．マサバ対馬暖流系群の 2015 年度評価を
基にしたレトロスペクティブ解析結果 
 
 
②スケトウダラ太平洋系群 
 図 5 はスケトウダラ太平洋系群の 2007 年
度評価から 2016 年度評価における 2000 年以
降の資源量推定値を示している。資源量推定
値は毎年上方修正されている。 
2016 年度評価を基にレトロスペクティブ

解析を行った結果を図 6に示す。上方修正の
パタンは 2012 年度評価に対応する所までし
か見られず、2012 年度評価前後で上方修正の
原因が異なっていることを示している。2011
年度評価までと 2012 年度評価以降に分けて
その原因を探ったところ、2011 年度評価以前
の上方修正は当時使用されていた若齢の資
源量指標値の影響が大きいことが示された。
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一方、2012 年度評価以降の上方修正は、資源
量指標値と資源量の関数関係の仮定、近年の
高齢魚の漁獲尾数の増加、資源量指標値の誤
差またはバイアスが複雑に絡み合って影響
している可能性が示された。 
 
資源量推定値がランダムな変動だけでは

なく、傾向を持って変化する場合は資源管理
への影響が大きい。本研究で実施した検討方
法は、その原因を探る手段となると考えられ
る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5．スケトウダラ太平洋系群の 2007 年度か
ら 2016 年度資源評価における資源量推定値
の推移（水産庁増殖推進部、水産研究・教育
機構、2008～2017） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6．スケトウダラ太平洋系群の 2016 年度評
価を基にしたレトロスペクティブ解析結果 
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